

























Ruth St. Denis のダンスである。これは彼女のダンス歴を語る場合，その出発点となる重
要なできごとである。高校を卒業すると，彼女はロスアンゼルスのコムノック学校 Cumnock
School でダンスを本格的に学び始め， 1916年からは，デニショーン学校 Denishown School 





は，入学2 • 3年後，早くも「コキトル」 Xochitlで主役に抜てきされている。約 7年間デニ
ショーン舞踊団 compary と学校の一員としてダンスを学んだが，次第に自分のもつダンスに
対する考えとのずれに気づき始め， 1923年以降はデニショーン舞踊団を離れて独自の道を歩む
ことになる。 1925年には，ロチェスターのイーストマン舞踊演劇学校 EastmanSchool for 






















ーソ・スクール時代から1920年代の中頃まで，第 2期は， 1920年代の後半から1930年代，第 3









82 小川 原 春 恵
で，グラハムを初め， ドリス・ハンフリー DorisHumphrey,チャールズ・ウェイドマン





不誠実」 Four Insincerities, 「異端者」 Heretic(共に初演は1929年）があげられる。




Document (1938) 「死と門出」 Deaths and Entrances (1943) 「アパラチアの春」 Appa-
lachian Spring (1944) などである。また第 4期は，彼女の円熟期といえるが，古代ギリシ
ヤの戯曲や，個人の心理的葛藤を中心としたテーマが数多くみられる。そして，この時期の
「ジュディス」 Judith (1950) 「聖ジョーンの大勝利」 The Triumph of St. Joan(1951) 
「天使のような対話」 SeraphicDialogue (1955) 「クリュタイメネストラ」 Clytemnestra
(1958)などは，グラハム自身の代表作というだけでなく，アメリカ・ダンス界の不朽の名作
とさえ言われている。
















注(2) Dawn L. Horwitz " Modern Dance " in -Nancy Reynolds ed., The Dance 
Catalog, p.36. 
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• Technique 4 :まず，脚は膝を伸ばして左右に開き，つま先を伸ばす。両腕は肩より






















• Technique S :図 5は，両脚を左右に開き，足先を伸ばし，両腕を肩より少し下げた
位置で左右に開き，カーブさせ，背すじを伸ばして座る。（図 5start) 
図 5
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